
 

（第２号様式）   
令和６年４月24日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立あおば支援学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

一人ひとりの確かな
学びを支えるため
に、学校目標の実現
に向けて教育課程を
見直し、学習内容の
系統化を図る。 

①教育課程の見直しを 
図るために、外部講
師を招聘し、助言を
いただきながら、研
究に取組む 

②一人ひとりに応じた 
ＩＣＴを活用した授
業展開ができるよう
研修会を行い、授業
実践を共有し、構築
していく。 

①外部講師を招聘し、校
内研究の進め方につい
て助言をいただき、共
有理解を図る。 

 
②研修会を実施する。 

①外部講師を招聘し、校
内研究の進め方につい
て助言をいただき、共
有理解を図ることがで
きたか。 

②研修会を実施すること
ができたか。 

 
 

 

     

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

個別教育計画の作成 
に当たり、アセスメ 
ントを取り入れ、一 
人ひとりの教育的ニ 
ーズに応じた指導・ 
支援の充実を図る。 

①児童・生徒のアセス
メントをとり、児童
生徒の実態に反映さ
せながら、指導に取
組む。 

②意思決定力の大切さ
を理解し、児童生徒
が選択できる量や質
を高めていく。 

①児童・生徒のアセスメ
ントをとり、児童生徒
の実態に反映させ、指
導に取組む。 

 
②意思決定支援について
の研修会を実施する。 

①児童・生徒のアセスメ
ントをとり、児童生徒
の実態に反映させ、指
導に取組むことができ
たか。 

②意思決定支援について
の研修会を実施するこ
とができたか。 

     

３ 進路指導・支援 

地域の連携機関との 
連携をきづ図りなが 
ら、児童・生徒が地 
域で豊かに暮らし働 
くことに繋がる指 
導・支援を展開す
る。 
 

①児童生徒一人ひとり
が様々な場面で支援
を受けながら主体的
に取組み、自信が持
てる教育を推進す
る。 

②家庭、関係機関と連
携し、切れ目ない支
援体制を構築する。 

①児童生徒が主体的に取 
組めるよう教員一人ひ
とりが支援方法を考え
る。 

 
 
②個別面談等を通して、
職員一人ひとりが、支
援について考え、校内
組織を活用して取組
む。 

①児童生徒が主体的に取
組めるよう教員一人ひと
りが支援方法を考えるこ
とができか。 
 
②個別面談等を通して、
職員一人ひとりが、支
援について考え、校内
組織を活用して取組む
ことができたか。 

     

４ 地域等との協働 

共生社会の実現に向 
け、地域が積極的に 
学校運営に参画し、 
学校で、地域で「と 
もに学び、ともに楽 
しみ、ともに喜ぶ」 
教育活動を創造・展 
開する。 
 

①地域の資源を活用し 
た授業を展開すると
ともに、教育課程で
の位置づけを明確に
する。 
 

②スポーツフェスタ、 
あおばフェスタの行
事の在り方を検討す
る。 

①-1 地域の資源を活用し
た授業を行う。 

 
①-２校内研究の中で整
理していく。 

 
②保護者や地域の方の参
加方法について検討す
る。 

①-1 地域の資源を活用し
た授業を行うことがで
きたか。 

①-２校内研究の中で整
理することができた
か。 

②保護者や地域の方の参
加方法について検討す
る。 

 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

児童・生徒、保護 
者、教職員、地域と 
誰もが、安全・安心 
で使いやすく整った 
教育環境の充実を図 
る。 
 
 

①仕事の効率化を図る 
ために、データと資  
料の整理し引継ぎが
できるよう取組む。 

②学校から地域、保護 
者への情報発信内容
を整理する。 

 
③児童生徒の安全を守
るための(研修会や

①学部、グループごと
に、使用しないデータ
を消去する。 

 
②現在発信されている便
りの内容を整理し、発
信していく。 

 
③-1 児童生徒の保健に関
する研修会を実施す

①学部、グループごと
に、使用しないデータ
を消去することができ
たか。 

②現在発信されている便
りの内容を整理し、発
信することができた
か。 

③-1 児童生徒の保健に関
する研修会を実施する

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

校内会議、Teams等を
活用し、)必要な体制
を周知し、訓練や緊
急シミュレーション
を通して行動の定着
を図る。 

 

る。 
③-2 避難訓練やシェイク
アウト訓練、捜索訓練
等を行う。 

ことができたか。 
③-2 避難訓練やシェイク
アウト訓練、捜索訓練
等を行うことができた
か。 

 

 

 


